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工
業

の
諸
特
徴

・
工
業
立
地

・
商
業

の
請
特
徴

弐

戦
前
の
全
体
的
沿
革

f羽 四
∫1八

 

五8

市
側
施
行
以
前

・
近
代
約
産
業

の
成
立

第

　
次
大
戦

の
経
済
的
大
発
展

・
不
況
か
ら
不
況

へ

.
戦
争
経
済

の
も
と

で

響

太
平
洋
戦
争
の
沿
憲

、

近
代
的
産
業
の
確
立

三r元

 

終
戦
と
経
済
民
主
化

・
戦
後
経
済

の
復
闘
∵

高
度
成

長
の
も
と

で

五
、
繊
維
工
業

五
二
七

山ハ
、
機

ほ械
金
二属

工
法
ボ

謡
九

八 一七
、 、

特
産
品
工
業

 

そ
の
他
の
商
工
業

五
六九

響

八

食
料

品
工
業

・
化
学
、
木

工
、
印

刷

・
商
業
経
営
の
大
型
化

ユ二丁一

九

ノ 、

 

次目

一

、

明
治
初
期
の
金
融
情
勢

琶
五

国
立
銀
行
と
私
立
銀
行
の
動
き

・
二
+
四
年
の
恐
慌
と
銀
行
熱

・
不
発
に
終

っ
た
興
業
銀
行

の
設
立

.

羽
二
重
相
場
変
動
と
銀
行
の
倒
産

・
批
判
を
か

っ
た
鴻
池
銀
行
支
店

・
日
露
戦
争
と
好
況

,
全
市
的
運

動
と
な

っ
た
日
銀
支
店

の
誘
致

・
金
沢
手
形
交
換
所

の
開

設

二

、
第

一
次

大

戦

の
好

況

と
寳

本
・辮

成

銀
行
条
例
改
正
で
組
織
替

え

・
預
金
争
奪

で
県
外
銀
行
支
店
の
進
出

・
貯
蓄
銀
行
の
音
聞
問
題

,
農
工

銀
行
と
勧
銀

の
合
併

・
銀
行

に
県
が
諭
告
発
す

9



扇 次

三
、
昭
和
初
頭
の
金
融
恐
殼

横
山
家

一
門

の
悲
劇
と
加

州
銀
行

の
危
機

・
金
解
禁

を
め
ぐ

つ
て

・
う
な
ぎ
上
り

の
郵

便
貯
金

・
深
刻

な
農
家

の
負
債

顯
、

覧
∴
拡
ム
蕊
融
7
体
〃制

へ
一別
准
一

三
九

合
同

は
地
方
経
済

に
悪
影
響

・
公
債
消
化
と
金
利

の
平
準
化

・
ふ
え
る
同
盟
操
短
や
休
業

.

五

、

　
県

一
行

の

戦

時
再

編

成
∵な
る

」三
ピ

県
の
銀
行
整

理
計
画

・
最
終
的
合

同
な
る

・
無
尽
、

の
農

用

山ハ
、

腓
憾顯俄
処

理

♪
三
安
定

慰
撫
胱

信
用
組
合
、
証
券

の
整
理

・
強
制
的

な
貯
蓄
運
動

六
囎
三

預
金
封
鎖
と
緊
急
措
置

・
県
銀
行
協
会

の
発
足

・
都
市

銀
行
の
進
出

で
活
気

・
九
原
則
の
実
施
と
金
詰

り

・
県
信
用
保
証
協
会

の
発
足

・
金
沢
市

の
保
証
制
度
き
ま
る

・
北
国
銀
行

の
争
議

・
中
小

企
業
金
融

の
緊
急
対
策

七
、
朝
鮮
動
乱
と
設
備
投
資

/、

:壬≡己

 

特
需
景
気
の
恩
恵
少
な
し

・
活
気
づ
く
地
元
金
融

界

・
軌
道

に
乗
る
金
融
論

舗
度
∵

ま

か
り
通
る

マ
チ

の
利
殖
機
鵠

・
金
融
引
締
め
強
化

で
打
撃

八
、
高
度
成
長
経
済
の
新
段
階

黍
八

数
量
景
気

の
も
た
ら
す
も

の

・
金

融
基
調

の
変
化

・
零
細
企
業

へ
融
資
対
策

・
伸
び
る
実
質
所
得

・
好

況
で
貸
出
盛

ん

九
、
経
済
の
広
域
化
と
金
融
基
調

六
七
七

政
府
系
機

関
と
の
競
合

・
制
度
金

融
の
実
施

・
激
甚
法

と
復
璽
金
融

・
公
共
的
投
資

と
市
勢

の
立
場

・

六
八
四

第
四
章

交

通

、

通

信

、

一
、

交

通

の
発

達

放
送
、
観
光

莞
七

一ハ
九
七

北
陸
線
の
開
通
と
金
沢

・
堀
治
、
大

正
期

の
近
郊
交
通

・
市

内
電
車
の
開

通

.
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
の
出

現

・
交
通
概
関
の
発
達

と
街
路
整
備

・
金
沢
飛
行
場

・
交
通

の
戦
時
体
制

・
北
陸
線
近
代
化
と
金
沢

.

北
鉄

の
も

つ
諸
問
題

・
カ
ー
の
は
ん
ら

ん
と
対
策

二

、

通
信

と

放

送

七
美

郵
便
と
電
気
通
信

・
放
送
と
電
話
の
近
代
化

、

観

光

事

業
の
」1
{罫
み

七
窒

頸
六
園
と
卯
辰
山

・
観
光
施
設

の
あ
ゆ
み

・
史
蹟

の
保
存
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